
・前立腺がん加療中の 60 歳代の患者。死亡時画像診断（Ai） 無、解剖 無。

・転倒・転落歴 有。抗精神病薬、麻薬内服中。血小板減少あり。日によって意識レベル
に変動あり。頻尿・夜間排泄行動 有。

・転倒・転落リスク評価 実施。予防対策として、離床センサーを使用。

・数日前よりつじつまの合わない言動と傾眠傾向あり。深夜、排尿介助時、看護師がそ
ばを離れた。その後、ベッドサイドに仰臥位で倒れている状態で発見。声掛けに反応あ
り、 指示動作は可能。頭痛あり。2 時間後、片足をベッドから落とした状態を発見。意
識レベル低下あり。その 30 分後にCT 実施。右硬膜下血腫、外傷性くも膜下出血と診
断。 転倒・転落当日死亡。

＜事例概要＞

事例5

提言第9号　入院中に発生した転倒・転落による頭部外傷に係る死亡事例の分析


